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営業外収益の発生及び平成 27年３月期業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

当社は、平成 27年３月期（平成 26年４月１日～平成 27年３月 31日）におきまして、下記のとおり

営業外収益の計上を行うことになりました。また、平成 26年 11月 14日に公表（以下「前回公表」とい

う）いたしました平成27年３月期（平成 26年４月１日～平成 27年３月 31日）の連結業績予想につき

まして、下記のとおり、実績値との差異が発生することになりましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１． 営業外収益の発生 

 

当社グループは海外子会社に対して、グループ間で設備投資資金及び運転資金の貸付を実行して

おります。このため、平成 27年３月期第３四半期までは連結決算上に 142百万円の為替差益を計上

しておりましたが、通期におきましては 579百万円を計上することになりました。 

 

 

２．連結業績予想と実績値との差異（平成 26年４月１日～平成 27年３月 31日） 

 

① 連結業績予想と実績値との差異 

                           (単位：百万円・％) 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり 

当期純利益（円） 

前回発表予想(Ａ) 27,000 900 850 500 35.78 

今回実績(Ｂ) 29,740 671 1,017 703 50.33 

増減額(Ｂ－Ａ) 2,740 △229 167 203 ― 

増減率(％) 10.1 △25.4 19.6 40.6 ― 

(ご参考) 前期実績 

平成 26年３月期 
25,596 809 1,314 1,157 82.81 

 

② 差異発生の理由  

 

    売上高につきましては予想以上に海外事業が好調に推移し、想定（1ドル=110円）以上に円安が 

進んだ効果もあり前回公表いたしました業績予想に比べ 27億 40百万円増収となる 

297億 40百万円となりました。 

    営業損益につきましては、売上高は増収となったものの、製品仕入高の増加や人件費の増加、 

想定外の納期対応に伴う運賃荷造費の発生等により前回公表いたしました業績予想に比べ 



２億 29百万円減益となる６億 71百万円の営業利益となりました。 

  経常損益につきましては、営業利益は予想を下回ったものの、海外子会社に対してグループ間で 

実行している設備投資資金及び運転資金の貸付に対して発生した為替差益が想定を上回ったこと

により前回公表いたしました業績予想に比べ１億 67百万円増益となる 10億 17百万円の経常利益

となりました。 

    当期純利益につきましては、経常利益が増益となったことや税金費用が想定を下回ったこと等に

より前回公表いたしました業績予想に比べ２億３百万円増益となる７億３百万円の当期純利益と

なりました。 

 

以 上 


